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PRESS RELEASE  2024/7/16      
 

地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促進事業（J-PEAKS） 
キックオフシンポジウムを開催 

 
【概 要】 

北海道⼤学は、⽂部科学省の「地域中核・特⾊ある研究⼤学強化促進事業（J-PEAKS）」において、
同⼤学から提案し、採択された「フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再⽣する新たな持続
的⾷料⽣産システムの構築と展開」の内容周知、参画機関との連携深化、及び関連機関との協⼒体制
構築を⽬的に、7 ⽉ 25 ⽇（⽊）にキックオフシンポジウムを開催いたします。 

 
【趣 旨】 

本事業は、北海道⼤学が有する世界レベルの研究⼒をより⾼める施策を⾏いつつ、本学が歴史的に
強みとしている農学、⽔産学等をさらに発展させる研究拠点を設け、地球環境の再⽣を促進する取り
組み（リジェネラティブ）の⼀環として、持続的⾷料⽣産システムの実現を図ることを⼤きな⽬的の
⼀つとしています。 

このイベントを通じて、研究者から本事業における研究のコンセプトを解説し、パネルディスカッ
ションを通してステークホルダーの皆様⽅と「ありたい未来の⾷料⽣産システムの実現に向けて」の
ビジョンを共有する機会とするとともに、本学の取組内容を広く共有し、今後の発展に向けた意⾒交
換を⾏います。 

 
【⽇  程】 7 ⽉ 25 ⽇（⽊） 13 時 00 分〜17 時 00 分（開場：12 時 00 分） 
【場  所】 北海道⼤学クラーク会館（札幌市北区北 8 条⻄ 8 丁⽬） 札幌駅北⼝より徒歩 11 分 
       同時オンライン配信 
【主  催】 北海道⼤学 
【後  援】 ⽂部科学省、⽇本学術振興会（JSPS） 
【対  象】 ⼀般市⺠、学⽣・教職員 
【定  員】 対⾯ 150 名（先着順）、オンライン 500 名まで 
【参 加 費】 無料 
【⾔  語】 ⽇本語 
【申込⽅法】 以下のキックオフシンポジウム公式サイトから 7 ⽉ 23 ⽇（⽕）までにお申し込みくだ 

さい。 
https://webdevel4.wixsite.com/ura-symposium 
当⽇取材をお申込みの場合は、3 ⾴⽬の「参加申込書」を 7 ⽉ 22 ⽇（⽉）17 時までに
下記お問い合わせ先へメールでご連絡願います。 
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【プログラム】 
〇13 時 00 分〜13 時 05 分 開会の挨拶 

寳⾦清博  北海道⼤学 総⻑ 
〇13 時 05 分〜13 時 25 分 来賓挨拶 

鈴⽊直道  北海道知事 
（代理 ⼤⽮邦博  北海道総合政策部 次世代社会戦略監） 
藤井 裕  北海道経済連合会 会⻑・北海道電⼒株式会社 代表取締役 会⻑ 
上⼭隆⼤  総合科学技術・イノベーション会議 議員（常勤） 
柿⽥恭良  内閣府科学技術・イノベーション推進事務局統括官 

〇13 時 25 分〜13 時 45 分 取組概要 
「J-PEAKS 北海道⼤学 取組概要紹介」 

瀬⼾⼝剛  北海道⼤学 理事・副学⻑ 
〇13 時 45 分〜14 時 45 分 研究紹介 

リジェネラティブ農業のシステムサイエンス 
⼩出陽平  北海道⼤学⼤学院農学研究院 准教授 

リジェネラティブ⽔産業による持続的⾷料⽣産システム 
   宇治利樹  北海道⼤学⼤学院⽔産科学研究院 助教 

先端⽣物科学を基盤としたスマート放牧による⽜⾁⽣産への挑戦 
   後藤貴⽂  北海道⼤学北⽅⽣物圏フィールド科学センター 教授 

グリーン・ブルーシステムサイエンスー⼈間活動を⽀える⽣態系サービスの可視化ー 
中路達郎  北海道⼤学北⽅⽣物圏フィールド科学センター 教授 

〇15 時 00 分〜16 時 40 分 パネルディスカッション 
テーマ 「ありたい未来の⾷料⽣産システムの実現に向けて」 

・モデレーター 
⻄⾢隆徳  北海道⼤学 副学⻑ 

・パネリスト 
安東義乃  合同会社エゾリンク 代表社員 
蝦名⼤也  釧路市⻑ 
川⼝⾕仁  株式会社 Kalm ⾓⼭ 代表取締役 
鈴⽊宏介  ⽇本サーモンファーム株式会社 代表取締役社⻑ 
内⽥義崇  北海道⼤学⼤学院農学研究院 准教授 

 ＜リアルタイムグラフィックレコーディング：出村沙代（株式会社たがやす）＞ 
〇16 時 40 分〜16 時 45 分 閉会の挨拶 

 
お問い合わせ先 
 北海道⼤学 J-PEAKS 事務局キックオフシンポジウム担当 

ＴＥＬ 011-706-9195 ＦＡＸ 011-706-9598 メール j-peaks2@research.hokudai.ac.jp 
配信元 

北海道⼤学社会共創部広報課（〒060-0808 札幌市北区北 8 条⻄ 5 丁⽬） 
ＴＥＬ 011-706-2610 ＦＡＸ 011-706-2092 メール jp-press@general.hokudai.ac.jp  
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日　　時　｜　2024年7月25日（木）13:00～17:00（開場 12:00）
場　　所　｜　北海道大学 クラーク会館 講堂
参加形式　｜　対面&オンライン配信 （ハイブリッド開催）

キックオフシンポジウム
地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）

フィールドサイエンスを基盤とした地球環境を再生する
新たな持続的食料生産システムの構築と展開

プログラム

アクセス

参加費無料

参加申し込み

JR 札幌駅
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○定員
対面150名（先着順）、
オンライン500名まで

○申し込み締切
7月23日(火 ) ～ 23:59

主催 : 北海道大学
後援 : 文部科学省、日本学術振興会（JSPS）

○JR をご利用の場合
JR「札幌駅」下車、徒歩 10 分

○地下鉄をご利用の場合
市営交通・地下鉄南北線
「さっぽろ駅」下車、徒歩 11 分
「北 12 条駅」下車、徒歩 7 分

※駐車場はありません

北海道大学　クラーク会館　講堂
札幌市北区北 8 条西 8 丁目
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取組概要
13:25～

●「J-PEAKS 北海道大学 取組概要紹介」
　瀬戸口 剛（北海道大学 理事・副学長）

研究紹介
13:45～

●「リジェネラティブ農業のシステムサイエンス」
　小出 陽平（北海道大学大学院農学研究院 准教授）
●「リジェネラティブ水産業による持続的食料生産システム」
　宇治 利樹（北海道大学大学院水産科学研究院 助教）
●「先端生物科学を基盤としたスマート放牧による牛肉生産への挑戦」
　後藤 貴文（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 教授）
●「グリーン・ブルーシステムサイエンス ー人間活動を支える生態系サービスの可視化ー」
　中路 達郎（北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 教授）

パネルディス
カッション
15:00～

テーマ「ありたい未来の食料生産システムの実現に向けて」
●モデレーター
　西邑 隆徳（北海道大学 副学長） 
●パネリスト
　安東 義乃 氏（合同会社エゾリンク 代表社員）
　蝦名 大也 氏（釧路市長）
　川口谷 仁 氏（株式会社 kalm 角山 代表取締役）
　鈴木 宏介 氏（日本サーモンファーム株式会社 代表取締役社長）
　内田 義崇（北海道大学大学院農学研究院 准教授）  
＜リアルタイムグラフィックレコーディング：出村 沙代（株式会社たがやす）＞

来賓挨拶
13:05～

●鈴木 直道 氏（北海道知事）
　（代理 大矢 邦博 氏（北海道総合政策部 次世代社会戦略監））
●藤井 裕 氏（北海道経済連合会 会長・北海道電力株式会社 代表取締役 会長）
●上山 隆大 氏（総合科学技術・イノベーション会議 議員 ( 常勤 )）
●柿田 恭良 氏（内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局統括官）

閉会の挨拶
16:40～

●日本学術振興会 地域中核・特色ある研究大学強化促進事業  サポーター(予定)

懇親会
17:30～

会場 : クラーク会館（２階フロア）
参加費 : 1,000 円

開会の挨拶
13:00～

●寳金 清博（北海道大学 総長）

休憩 14:45 ～

お問い合わせ
北海道大学　J-PEAKS事務局
キックオフシンポジウム担当
E-mail：j-peaks-sympo[at]oeic.hokudai.ac.jp
※[at]を半角＠に変えてお送りください。


